
 

平成２４年度水質検査計画 

 

 
 

 

水質検査計画の内容 
 

 

1 基本方針 

2 水道事業の概要 

3 水道の原水及び浄水の水質状況 

4 採水地点 

5 水質基準及び検査方法 

6 水質検査項目と検査頻度 

7 臨時の水質検査 

8 水質検査計画及び検査結果の公表 

 

松茂町水道課 



１．基本方針 

 

松茂町水道課では、水質基準に関する省令改正（平成１９年１１月）に伴い、水道水

が新しい水質基準に適合し、安全で良質な水を供給するために次の方針により水質検査

計画を定め、より一層の安全で安定した水質管理に努めます。 

 

1 過去の水質検査結果、水源周辺の状況を総合的に検討します。 

2 水質検査基準項目については（平成１５年５月３０日厚生労働省令第１０１号）

に基づき実施します。 

3 過去の状況及び水道の規模等を考慮して合理的な検査回数及び箇所数を設定し

ます。 

4 臨時に行う水質検査の用件及び実施方法等も定めます。 

5 検査結果を利用者に公表し、必要に応じて検査計画を見直します。 

 

 

 

 
２．水道事業の概要 

 

松茂町水道課では上水道（松茂町浄水場）を管理しています。施設の概要は次のとお

りです。 

 
１）給水状況（平成２４年３月３１日現在） 

 

項  目 上水道 

行政区域内人口   １５，４０９人   

給水区域内人口   １５，１７０人   

給水人口      １５，１７０人   

給水区域内戸数 ６，２８６世帯  

給水戸数      ６，２８６世帯  

水道普及率    １００％   

一日最大給水量 ９，６２４㎥   

一日平均給水量 ７，３９２㎥   

一人一日平均給水量 ４８７ℓ    

 

 

 

 



２）水道施設の状況 

 

松茂町取水場及び浄水場 

 

旧吉野川の表流水を日量平均７，９８７㎥取水し、松茂町浄水場で浄水処理した後、

配水池を経由して松茂町給水区域に給水しています。 

 

水源の名称 吉野川水系旧吉野川 

水源の種類 表 流 水 

取水場の所在地 松茂町広島字北ノ川５７－２５ 

浄水場の所在地 松茂町広島字南ノ川３０ 

浄水処理方法 急速ろ過      塩素消毒      薬品沈殿 

浄水処理使用薬品 
ポリ塩化アルミニウム ・ 次亜塩素酸ソ－ダ ・  

粉末活性炭 ・ ソ－ダ灰 

浄水処理能力 １２，０００ ㎥/日 

配水池 ２ 池 

  

※ 粉末活性炭及びソーダ灰については必要な時のみ使用しています。        

 

 

 

 

３．水道の原水及び浄水の水質状況 

 

松茂町は、旧吉野川最下流域の表流水が水源であるため、渇水期や上流の生活排水等

による水質悪化の影響は否めない状況です。しかし、原水の状況を踏まえた適正な浄水

処理を行っており、これまでの水質検査の結果からも、水道水は、水質基準を十分に満

たす安全で良質な水質であるといえます。 

今後もより一層の水質管理強化に努め、ご満足いただける安全な水道水の供給を行な

ってまいります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．採水地点 
 

（１）浄水検査 

水道法に基づく検査は、下記の地点で採水を行います。 

検査項目名 定期項目採水地点 検査回数 

色、濁り、味、残留塩素 松茂町浄水場 １日１回、毎日行なう 

月例項目検査  (１２項目) 
若宮神社（長原） 

長岸集会所（長岸） 
年１２回 

水道水全項目検査 

(５１項目) 
若宮神社（長原） 年４回 

ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ等検査 

 （２項目) 
若宮神社（長原） 年６回 

臭気物質検査    (２項目) 若宮神社（長原） 全項目以外の月のうち年２回 

 

（２）原水検査及び管理目標設定項目検査 

   取水口からの採水にて原水全項目（３９項目）クリプトスポリジウム等（２項目） 

指標菌（２項目）臭気物質項目(２項目) 管理目標設定項目（２１項目）について 

検査を実施します。 

検査項目名 定期項目採水地点 検査回数 

水道水全項目検査 

(３９項目) 

取水口 

（広島字北ノ川） 
年４回 

ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ等検査 

(２項目) 

取水口 

（広島字北ノ川） 
年６回 

指標菌検査   （２項目） 
取水口 

（広島字北ノ川） 
年８回、年１２回 

臭気物質項目  (２項目) 
取水口 

（広島字北ノ川） 
全項目以外の月のうち年２回 

管理目標設定項目検査 

（農薬を含む２１項目) 
若宮神社（長原） 年１回 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．水質基準及び検査方法 
 

1日1回の検査については水道課職員が実施しています。 

毎月検査及びその他の検査は、採水及び水質検査、成績書の発行までの業務を水道法

第２０条第３項による厚生労働大臣登録機関に委託して行います。 

委託先の選定については、検査精度と信頼性並びに緊急対応力を重視しています。 

１）水道水質検査においては、その精度と信頼性の保障は極めて重要です。このため、

日本水道協会はISO９０００に準じた水道版GLP（優良試験所基準）を定めております。

したがってその考え方を取り入れた体制の検査機関とします。 

２）水道水質基準項目において、すべての項目が自社分析できる検査機関とします。 

３）臨時の水質検査において、迅速な対応のとれる検査機関とします。 

４）検査項目及び検査方法 

項目 基準値 検査方法 

１ 一般細菌 
１ｍｌの検水で形成され

る集落数が１００以下 
標準寒天培地法 

２ 大腸菌 検出されないこと 特定酵素気質培地法 

３ カドミウム及びその化合物 0.01mg/l以下 ICP-MS法 

４ 水銀及びその化合物 0.0005mg/l以下 環元気化ー原子吸光光度法 

５ セレン及びその化合物 0.01mg/l以下 ICP-MS法  

６ 鉛及びその化合物 0.01mg/l以下 ICP-MS法 

７ ヒ素及びその化合物 0.01mg/l以下 ICP-MS法、 

８ 六価クロム化合物 0.05mg/l以下 ICP-MS法 

９ シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01mg/l以下 イオンクロマトグラフーポストカラム吸光光度法 

１０ 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/l以下 イオンクロマトグラフ法（陰イオン） 

１１ フッ素及びその化合物 0.8mg/l以下 イオンクロマトグラフ法（陰イオン） 

１２ ホウ素及びその化合物 1.0mg/l以下 ICP-MS法 

１３ 四塩化炭素 0.002mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法 

１４ １，４－ジオキサン 0.05mg/l以下 PT-GC-MS法、固相抽出-GC-MS法 

１５ 
ｼｽー1,2－ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

及びﾄﾗﾝｽー1,2－ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
0.04mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法 

１６ ジクロロメタン 0.02mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法 

１７ テトラクロロエチレン 0.01mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法 

１８ トリクロロレチレン 0.03mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法 

１９ ベンゼン 0.01mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法 

２０ 塩素酸 0.6mg/l以下 イオンクロマトグラフ法 



項目 基準値 検査方法 

２１ クロロ酢酸 0.02mg/l以下 溶媒抽出-GC-MS法 

２２ クロロホルム 0.06mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法 

２３ ジクロロ酢酸 0.04mg/l以下 溶媒抽出-GC-MS法 

２４ ジブロモクロロメタン 0.1mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法 

２５ 臭素酸 0.01mg/l以下 イオンクロマトグラフーポストカラム吸光光度法 

２６ 総トリハロメタン 0.1mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法、 

２７ トリクロロ酢酸 0.2mg/l以下 溶媒抽出-GC-MS法 

２８ ブロモジクロロメタン 0.03mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法 

２９ ブロモホルム 0.09mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法 

３０ ホルムアルデヒド 0.08mg/l以下 溶媒抽出-誘導体化ーGC-MS法 

３１ 亜鉛及びその化合物 1.0mg/l以下 ICP-MS法 

３２ アルミニウム及びその化合物 0.2mg/l以下 ICP-MS法 

３３ 鉄及びその化合物 0.3mg/l以下 ICP法、ICP-MS法 

３４ 銅及びその化合物 1.0mg/l以下 ICP-MS法 

３５ ナトリウム及びその化合物 200mg/l以下 フレームレス－原子吸光光度法、ICP-MS法 

３６ マンガン及びその化合物 0.05mg/l以下 ICP-MS法 

３７ 塩化物イオン 200mg/l以下 イオンクロマトグラフ法（陰イオン）、 

３８ カルシウム、マグネシウム等（高度） 300mg/l以下 ICP-MS法 

３９ 蒸発残留物 500mg/l以下 重量法 

４０ 陰イオン界面活性剤 0.2mg/l以下 固相抽出ー高速液体クロマトグラフ法 

４１ ジェオスミン 0.00001mg/l以下 PT-GC-MS法、 

４２ 2-メチルイソボルネオール 0.00001mg/l以下 PT-GC-MS法、 

４３ 非イオン界面活性剤 0.02mg/l以下 固相抽出ー吸光光度法 

４４ フェノール類 0.005mg/l以下 固相抽出ー誘導体化ーGC-MS法 

４５ 有機物（全有機炭素（TOC）の量） 5mg/l以下 全有機炭素計測定法 

４６ ｐH値 5.8以上～8.6以下 ガラス電極法 

４７ 味 異常でないこと 官能法 

４８ 臭気 異常でないこと 官能法 

４９ 色度 ５度以下 透過光測定法 



項目 基準値 検査方法 

５０ 濁度 ２度以下 積分球式光電光度法 

５１ 残留塩素 0.1以上 塩素試薬（DPD）による検査 

 

 

 

５）水質管理目標設定項目 

項目 目標値 検査方法 

１ アンチモン及びその化合物 0.015mg/l以下 ICP-MS法、 

２ ウラン及びその化合物 0.002mg/l以下 ICP-MS法、 

３ ニッケル 0.012mg/l以下 ICP-MS法、 

４ 亜硝酸態窒素 0.05mg/l以下 イオンクロマトグラフ法 

５ １－２－ジクロロエタン 0.0042mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法 

６ １，１，２－トリクロロエタン 0.32mg/l 以下 
PT-GC-MS 法、HS-GC-MS 法 

７ トルエン 0.22mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法 

８ フタル酸ジ（２－エチルへキシル） 0.1mg/l以下 溶媒抽出ーGCーMS法 

９ 亜塩素酸 0.62mg/l以下 イオンクロマトグラフ法 

１０ 二酸化塩素 0.62mg/l以下 イオンクロマトグラフ法 

１１ ジクロロアセトニトリル 0.042mg/l以下 溶媒抽出ーGCーMS法 

１２ 抱水クロラール 0.032mg/l以下 溶媒抽出ーGCーMS法 

１３ 農薬類（１０２項目） 検出値と目標値の比の和として、１以下 農薬ごとに定められた方法による 

１４ 遊離炭酸 20mg/l以下 滴定法 

１５ １，１，１－トリクロロエタン 0.3mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法 

１６ メチルｔブチルエーテル 0.022mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法 

１７ 有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） 3mg/l以下 滴定法 

１８ 臭気強度（TON） 3mg/l以下 官能法 

１９ 腐食性（ランゲリア指数） －１程度以上とし、極力０に近づける 計算法 

２０ 従属栄養細菌 2,000個/ml以下 Ｒ２Ａ寒天培地法 

２１ １－１－ジクロロエチレン 0.002mg/l以下 PT-GC-MS法、HS-GC-MS法 

 

 

 

 

 

 



６．水質検査項目と検査頻度 

 

（１）１日１回検査項目（浄水場給水栓での検査） 

水道法に定められた色、濁り、味、残留塩素の検査を１日１回行います。 

 

（２）定期検査項目（町内給水栓での検査） 

①月例項目検査（月１回の検査項目） 

水質基準項目のうち、次の１１項目及び残留塩素について月１回の検査を行

います。 

一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩化物ｲｵﾝ、有機物(TOC)、 

ｐＨ値、味、臭気、色度、濁度、鉄及びその化合物 

 

②水道水全項目検査（年４回の検査項目） 

水質基準項目のうち、月１回の検査１１項目及び残留塩素の他に３９項目に

ついて概ね３ヶ月に１回検査を行います。 

（金属類） 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物・水銀及びその化合物・ｾﾚﾝ及びその化合物・鉛及びそ

の化合物・ﾋ素及びその化合物・六価ｸﾛﾑ化合物・亜鉛及びその化合物・ｱﾙﾐﾆ

ｳﾑ及びその化合物・銅及びその化合物・ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物 

（無機物） 

ﾌｯ素及びその化合物・ﾎｳ素及びその化合物・ﾅﾄﾘｳﾑ及びその化合物・ｶﾙｼｳﾑ、

ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等(硬度)・蒸留残留物 

（有機化合物） 

四塩化炭素・1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ・ｼｽ1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀ

ﾝ・ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

（有機物） 

陰ｲｵﾝ界面活性剤・ﾌｪﾉｰﾙ類・ｼﾞｪｵｽﾐﾝ・2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ・非ｲｵﾝ界面活性剤 

（消毒剤、消毒副生生物） 

ｼｱﾝ化物ｲｵﾝ及び塩化ｼｱﾝ・塩素酸・ｸﾛﾛ酢酸・ｸﾛﾛﾎﾙﾑ・ｼﾞｸﾛﾛ酢酸・ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛ

ﾒﾀﾝ・臭素酸・総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ・ﾄﾘｸﾛﾛ酢酸・ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ・ﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ・ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 

 

③クリプトスポリジウム検査（年６回の検査項目） 

クリプトスポリジウム対策として、浄水においてｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ・ ｼﾞｱﾙｼﾞｱ

の検査を年６回実施します。 

 

④臭気物質検査（年２回の検査項目） 

ｼﾞｪｵｽﾐﾝ､2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙについては、全項目検査月以外の月に年２回検査し

ます。 

 
 

 

 



（３）原水水質検査（取水地点又は浄水池入り口） 

①基準項目のうち消毒剤、消毒副生成物１０項目及び味を除く下記の３９項目につ

いて年４回検査を実施します。 

 

一般細菌・大腸菌・硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素・塩化物ｲｵﾝ・有機物(TOC)・ 

ｐＨ値・臭気・色度・濁度・鉄及びその化合物 

（金属類） 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物・水銀及びその化合物・ｾﾚﾝ及びその化合物・鉛及びそ

の化合物・ﾋ素及びその化合物・六価ｸﾛﾑ化合物・亜鉛及びその化合物・ｱﾙﾐﾆ

ｳﾑ及びその化合物・銅及びその化合物・ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物 

（無機物） 

ﾌｯ素及びその化合物・ﾎｳ素及びその化合物・ﾅﾄﾘｳﾑ及びその化合物・ｶﾙｼｳﾑ、

ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等(硬度)・蒸留残留物 

（有機化合物） 

四塩化炭素・1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ・ｼｽ1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀ

ﾝ・ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

（有機物） 

陰ｲｵﾝ界面活性剤・ﾌｪﾉｰﾙ類・ｼﾞｪｵｽﾐﾝ・2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ・非ｲｵﾝ界面活性剤 

（消毒剤、消毒副生生物） 

ｼｱﾝ化物ｲｵﾝ及び塩化ｼｱﾝ 

②指標菌検査 

大腸菌については、全項目検査月以外の月に年８回、嫌気性芽胞菌について

は、毎月年１２回検査します。 

 

③クリプトスポリジウム検査（年６回の検査項目） 

クリプトスポリジウム対策として、原水においてｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ・ｼﾞｱﾙｼﾞｱの

検査を年６回実施します。 

 

④ 臭気物質検査（年２回の検査項目） 

ｼﾞｪｵｽﾐﾝ・2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙについては、全項目検査月以外の月に年２回検査

します。 

 

⑤ 管理目標設定項目検査（年１回の検査項目） 

ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物・ｳﾗﾝ及びその化合物・ﾆｯｹﾙ･亜硝酸窒素・1-2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀ

ﾝ・1-1-2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ・ﾄﾙｴﾝ･ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)・亜塩素酸・二酸化塩素・ｼﾞ

ｸﾛﾛｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ・抱水ｸﾛﾗｰﾙ・農薬類(102項目)・遊離炭酸・1-1-1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ・ﾒﾁ

ﾙtﾌﾞﾁﾙｴｰﾃﾙ・有機物等(過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ消費量)・臭気強度・腐食性(ﾗﾝｹﾞﾘｱ指

数)・従属栄養細菌・1-1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

 

 

 



水道事業者 

水質検査計画の策定 

水質検査の実施 

（委託） 

検査の評価（結果） 

ご意見 

公表 

お客様 

公表 

見直し 

７．臨時の水質検査 

 
水道水が水質基準に適合しないおそれがある次のような場合には、臨時の水質検査を

行い、水質異常が終息し、給水栓の安全性が確認されるまで行います。 

1） 水源の水質が著しく悪化したとき 

2） 水源に異常があったとき 

3） 水源付近、供給点周辺等において消化器系感染症が流行しているとき 

4） 浄水過程、配水過程に異常があったとき 

5） 配水管の大規模な工事その他水道施設が著しく汚染された恐れがあるとき 

6） その他特に必要があると認められるとき 
 

 

８．水質検査計画及び検査結果の公表 

 

水質検査計画は毎事業年度ごとに作成し、水道課窓口で公表します。過去の検査結果

を検討するとともにお客様のご意見等を取り入れながら次年度以降重点的に実施する検

査項目又は省略可能な項目及び採水地点、検査頻度について見直しをします。 

水質検査結果については、評価とともに速やかにホームページ等で公表します。 

 
 

   

 

  

 

    

 

  

 

 


